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P − 95　　 早産児に お ける臍帯血中高感度 CRP

測定の 臨床的意義

P − 96　　 早産 に お け る 羊水 中、血清中 の 炎症

性 II群 ホ ス ホ リパ ーゼ A2
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［目的］C 反応蛋白 （CRP）は急性期蛋白の代表的

マ
ーカーと して 汎用されて い る が・般 的に は mg ／dl

オ ーダーの 測定範囲を主 体 と して お り，特 に 未熟

児感染症 の 場合 ， 炎症反応 の 未熟性に よる反応時

間 の 遅延 で 初期の 検査値 の false　positiveが 生 じ易

い 。 微量 CRP 測定 に つ い て は正確性の 点で 問題が

あ っ た が
， 今 回 ， 化学発光酵素免疫反 応測定法

（CLEIA ） を利用 しそ の 有用性 につ き検討 した。

［方法｝在胎 30週未満の早産例34例の 臍帯血を対象

とした 。 測定は 2 ス テ ッ プサ ン ドイ ッ チ法 に よる

CLEIA で あ る。固相化抗 CRP 抗体 と検体 との 反応

の 後，GOD 標識の 二 次抗体を反応 させ た後の 抗原

抗体複合体 に基質で ある グ ル コ
ー

ス を添加 しGOD

の 酵素反応に よ り生 じた過酸化水素 を ル ミ ノ ール

に よ る化学発光反応 に よ り検 出 し，検量線 よ り

CRP 濃度を算定 した 。

［成績］  平均値が約 30 μg／dlと200 μg／dlの試料を

用 い て の 測定内 ， 測定間再現性 は い ずれ も CV が

6％以 下 と良好な結果が得 られた 。   共存物質と し

て ，Hb 　 500mg ／dL ビ リル ビ ン 20mg ／dlま で は測

定 に影響 はなか っ た 。   極早発型感染症 （GBS 敗

血 症 2例 ， 肺炎 4 例）の 示唆 された 6 例 の CRP 濃

度は 98．3 ± 48．1 μg／dl，又感染症の 否定 され た 28例

で は 全 て 8．4μg／d1以 下 で あ っ た。

［結論］ル ミ ノ マ ス ター
に よ る微量 CRP 測定は精度，

感度と も又低濃度域 に つ い て も満足 い く結果で あ

っ た 。 通常 CRP 基準値 は 270　
一

　SOO　＃g／dl以 下 と設

定 され て い るが未 熟児 の 感染症 の 早 期診断 の 観点

では 10〜100μg／d1レ ベ ル の CRP の変化 を捉える必

要があ り，本法に よ る 測定法の 有用性が示唆 され

た 。

【目的】炎症部位 の 浸出液 に 高 い ホ ス ホ リ パ ーゼ

A2（PLA2）が 存 在 す る こ とが 報告 さ れ
， 炎症 の メデ ィ

エ ーターと し て 重要 な役割 を持 つ と考え られ る 。

絨毛羊膜炎 （CAM）は 早 産 の 主 要な原因 で あ り．　 CAM

の 出 生 前 診断 が 可能 と な れ ば ，よ り適切 な 周産期

管理 が 可能 と な る 。 本研究で は CAMと羊水，母体

血 清中の II群PLA2と の 関連性を解析 し，出 生 前診

断の 可能性 に つ い て 検 討 し た。　【方法 】対象 は 早

産群 68例（CAM群 38例，非 CAM群30例），正 期産群 20

例 と した。羊水 は 帝 モ 切開時 に て，母 体血 清 は 分

娩前 24時間以内に 患者 の 同 意 を得 た Eで 採取 し た 。

PLA2活性 は phosphatidy ］glycerol を基質 と し遊

離 脂 肪 酸 を 抽 出 後 HPLCに て 分離定量 した 。
　 I　I群

PLA2濃度 は シ オ ノ ギ よ り供給 さ れ た RIAキ ッ トを

用 い て 測定 した 。 ま た 羊膜上皮に対し，抗 II群

PLA2抗体 に よ る免疫組織染 色を施行 し た。 【結果 】

1）CAM群 と非 CAM群 と 正 期 産 群 に お い て ，羊水中 の

PLA2活性（nmol ！min ／皿1）は そ れ ぞ れ 9 ，5±3 ，1（mean

上 SD），4．3± 2．0，1．9± 0．6，　 I　I群 PLA2濃度 （ng ／m

l）は そ れ ぞ れ 8 ．8十 4．5，3．61　 3．2，2，9士 0 ．6と 早

産群 は 正期産 群 との 間 で 有意 （pく0 ，05）に 高値 を 示

し，特 に CAM群 で は よ り高 い 有意差 （pくO，OOO5 ）を

示 し た 。 2）母体血 清中 に お い て も活性 は 10．9±

3 ，7，6 ．0± 1，8，4 ．8± 0，8，II群 PLへ2濃度 も9．9±

2 ．5，4，2± 2 ．3，3 ．2± 0，8と 羊 水 と 同 様 の 結果 を

得 た 。 3｝羊水中 の PLA2活性と II群酵素濃度 に は有

意 （p〈0．001＞な相 関が認め られ た 。4）免疫組織染

色 に よ りPLA2は 羊膜上 皮に 認 め られ ，羊膜よ り

PLA2が 分 泌 され て い る 可能性 が 示 唆 され た 。

【結 論 】妊娠 中 の 炎症性疾患 に お い て ．羊水中，

血 清 中 に 有意 なPLA2上昇を認 め ，出生 前の 早 産，

特 に CAMの 診断 に PLA2が有用 で あ る と 考 え られ た 。
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